
JP 6821633 B2 2021.1.27

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　胴部縦折線を介して連接している胴部正面パネル、胴部左右側面パネル、胴部背面パネ
ルを備え、縦方向シールパネルによって矩形の筒状胴部が形成され、前記胴部正面パネル
と前記胴部背面パネルの上端に第１頂部横折線を介して互いに対向する一対の頂面パネル
と、前記胴部左右側面パネルの上端に第２頂部横折線を介して互いに対向する一対の側面
パネルが連接し、前記頂面パネルと前記側面パネルは正面側頂面パネル縦折線及び背面側
頂面パネル縦折線を介して相互に連接し、前記一対の頂面パネルの上端に、前記一対の頂
面パネルの上端に設けられたトップシール横折線を介して互いに対向する一対の第１トッ
プシールパネルと、前記一対の側面パネルの上端に、前記一対の側面パネルの上端に設け
られたトップシール横折線を介して互いに対向する第２トップシールパネルが連接し、前
記第１トップシールパネルと前記第２トップシールパネルは正面側トップシール縦折線及
び背面側トップシール縦折線を介して相互に連接し、前記第２トップシールパネルには、
上端から前記トップシール横折線に亘る側面トップシール縦折線が形成され、前記一対の
側面パネルには、前記胴部縦折線と前記第２頂部横折線の正面側端部との交点から前記一
対の側面パネルの上端に設けられた前記トップシール横折線と前記側面トップシール縦折
線との交点に伸びた第１側面パネル折込線と、前記胴部縦折線と前記第２頂部横折線の背
面側端部との交点から前記一対の側面パネルの上端に設けられた前記トップシール横折線
と前記側面トップシール縦折線との交点に伸びた第２側面パネル折込線とが形成されてお
り、前記側面トップシール縦折線が折り曲げられ、前記一対の第１トップシールパネル及
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び前記一対の第２トップシールパネルの対向面同士が貼り合わされて頂部が密封され、前
記側面パネルが前記第１側面パネル折込線及び前記第２側面パネル折込線で折り込まれて
略三角形状のフラップが形成され、前記正面側頂面パネル縦折線、前記背面側頂面パネル
縦折線及び前記正面側トップシール縦折線を山折りし、前記第２頂部横折線及び前記背面
側トップシール縦折線を谷折りして、前記フラップが前記筒状胴部の左右の側面に折り畳
まれることにより頂部が形成される紙容器において、
　前記第１トップシールパネルの内の正面側トップシールパネルは、その左右方向の幅が
前記第１トップシールパネルの内の背面側トップシールパネルの左右方向の幅より広幅に
形成されており、前記背面側トップシールパネルは、その左右方向の幅が前記筒状胴部に
おける前記胴部正面パネル及び前記胴部背面パネルの左右方向の幅より広幅に形成されて
いることを特徴とする紙容器。
【請求項２】
　前記正面側頂面パネル縦折線は、前記胴部正面パネル側から前記第１トップシールパネ
ル方向に向かうに従い徐々に間隔が広がるように傾斜して延在し、前記正面側トップシー
ル縦折線と接続し、前記背面側頂面パネル縦折線は、前記胴部背面パネル側から前記第１
トップシールパネル方向に向かうに従い徐々に間隔が広がるように傾斜して延在し、前記
背面側トップシール縦折線と接続していることを特徴とする請求項１に記載の紙容器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、牛乳やジュース等の液体飲料を収容するフラットトップ型頂部を有する紙容
器（レンガ型の紙容器を含む。）に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、牛乳やジュース等の液体飲料を収容する紙容器として、一枚のカートンブランク
スから形成され、４つの胴部パネルを備え、縦方向シールパネルのシールによって矩形の
筒状に形成された胴部の上に、一対の頂面パネルと、側面に折り畳まれる一対の側面パネ
ルにより構成される頂部を有し、前記胴部の下に一対の底面パネルと、その内側に折り込
まれる一対の内面パネルにより構成される底部を有するフラットトップ型の紙容器が広く
使用されている（例えば特許文献１，２参照。）。
【０００３】
　この種の紙容器の頂面の形成について詳細に説明すると、まず、一対の頂面パネルと一
つの側面パネルの上端に連設されたトップシールパネルを貼り合わせることにより筒状に
形成された胴部の上方開口を封止する。次に、一対の頂面形成パネルを胴部との間に形成
された横折線を山折りしてトップシールを背面側に倒すように折り曲げるとともに、一対
の側面パネルを折込み三角形状のフラップを形成して側面に折り畳み、接着することによ
りフラットトップ型の頂部を形成する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１７－２４７４１号公報
【特許文献２】特開２０１６－１６９０２５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　紙容器の頂部の形成にあたり側面に折り畳まれるフラップは、折り畳まれて重なった側
面パネルと、貼り合わされて重なったトップシールパネルとのカートンブランクス４枚分
の厚さを有しているため、フラップには折り曲げに対する強い反発力が生じる。
【０００６】
　しかしながら、従来、この種の紙容器は一対の頂面パネル及び一対の頂面パネルに連設
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されたトップシールパネルの左右方向の幅を胴部の左右方向の幅と同寸法に形成しており
、各パネルの端部に形成された折線はフラップの折り曲げ前の折り重なった状態で、上下
に並んでいるため、フラップの外面側ほど折線とフラップの折り曲げ角部の頂点がずれて
しまい、フラップの折り曲げに対する反発力を小さくすることができない。
【０００７】
　フラップの折り曲げに対する反発力を小さくすることができないと、フラップの折り曲
げを容易に行えないだけでなく、折り畳まれたフラップは、その反発力により紙容器の筒
状胴部を左右方向外側に引っ張り、紙容器に胴膨れを生じさせる。
【０００８】
　また、このときフラップは反ったハの字状となり、左右に突出してしまう。
【０００９】
　また、フラップの折り畳みによる折り曲げに対する反発力は頂部を形成するトップシー
ルパネルにも生じるため、トップシールパネルを湾曲させてトップシールパネルと背面側
の頂面パネルとの間に隙間が生じさせる。
【００１０】
　このように、紙容器に胴膨れやフラップの反りが生じると、紙容器の保管・搬送時に余
計な幅をとったり、また、フラップが引っかかる等の障害が生じ、作業をスムーズに行え
ないといった問題がある。
　また、ひっかかりにより反ったフラップの端部が強い力を受けると、フラップが胴部か
ら外れて、紙容器の頂部の形状が保てなくなってしまうといった問題がある。
　また、胴膨れや頂部に形成されるトップシールパネルと背面側の頂面パネルとの間の隙
間は、紙容器の意匠性を著しく損なうといった問題がある。
【００１１】
　本発明の目的は、フラップの折り曲げに対する反発力を小さくすることにより、フラッ
プの反りを押さえ、胴膨れが生じる事を防止し、保管・搬送時に障害が生じず、かつ意匠
性に優れた紙容器を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　上記の目的を達成するために、請求項１に記載の発明は、胴部縦折線を介して連接して
いる胴部正面パネル、胴部左右側面パネル、胴部背面パネルを備え、縦方向シールパネル
によって矩形の筒状胴部が形成され、前記胴部正面パネルと前記胴部背面パネルの上端に
第１頂部横折線を介して互いに対向する一対の頂面パネルと、前記胴部左右側面パネルの
上端に第２頂部横折線を介して互いに対向する一対の側面パネルが連接し、前記頂面パネ
ルと前記側面パネルは正面側頂面パネル縦折線及び背面側頂面パネル縦折線を介して相互
に連接し、前記一対の頂面パネルの上端に、前記一対の頂面パネルの上端に設けられたト
ップシール横折線を介して互いに対向する一対の第１トップシールパネルと、前記一対の
側面パネルの上端に、前記一対の側面パネルの上端に設けられたトップシール横折線を介
して互いに対向する第２トップシールパネルが連接し、前記第１トップシールパネルと前
記第２トップシールパネルは正面側トップシール縦折線及び背面側トップシール縦折線を
介して相互に連接し、前記第２トップシールパネルには、上端から前記トップシール横折
線に亘る側面トップシール縦折線が形成され、前記一対の側面パネルには、前記胴部縦折
線と前記第２頂部横折線の正面側端部との交点から前記一対の側面パネルの上端に設けら
れた前記トップシール横折線と前記側面トップシール縦折線との交点に伸びた第１側面パ
ネル折込線と、前記胴部縦折線と前記第２頂部横折線の背面側端部との交点から前記一対
の側面パネルの上端に設けられた前記トップシール横折線と前記側面トップシール縦折線
との交点に伸びた第２側面パネル折込線とが形成されており、前記側面トップシール縦折
線が折り曲げられ、前記一対の第１トップシールパネル及び前記一対の第２トップシール
パネルの対向面同士が貼り合わされて頂部が密封され、前記側面パネルが前記第１側面パ
ネル折込線及び前記第２側面パネル折込線で折り込まれて略三角形状のフラップが形成さ
れ、前記正面側頂面パネル縦折線、前記背面側頂面パネル縦折線及び前記正面側トップシ
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ール縦折線を山折りし、前記第２頂部横折線及び前記背面側トップシール縦折線を谷折り
して、前記フラップが前記筒状胴部の左右の側面に折り畳まれることにより頂部が形成さ
れる紙容器において、前記第１トップシールパネルの内の正面側トップシールパネルは、
その左右方向の幅が前記第１トップシールパネルの内の背面側トップシールパネルの左右
方向の幅より広幅に形成されており、前記背面側トップシールパネルは、その左右方向の
幅が前記筒状胴部における前記胴部正面パネル及び前記胴部背面パネルの左右方向の幅よ
り広幅に形成されていることを特徴とする。
【００１８】
　請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の、　前記正面側頂面パネル縦折線は、前記
胴部正面パネル側から前記第１トップシールパネル方向に向かうに従い徐々に間隔が広が
るように傾斜して延在し、前記正面側トップシール縦折線と接続し、前記背面側頂面パネ
ル縦折線は、前記胴部背面パネル側から前記第１トップシールパネル方向に向かうに従い
徐々に間隔が広がるように傾斜して延在し、前記背面側トップシール縦折線と接続してい
ることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１９】
　請求項１に記載の紙容器によれば、前記第１トップシールパネルの内の正面側トップシ
ールパネルは、その左右方向の幅が前記筒状胴部における前記胴部正面パネル及び前記胴
部背面パネルの左右方向の幅より広幅に形成されているので、正面側トップシール縦折線
を筒状胴部の左右側面パネルの外面よりも左右方向外側の、フラップの折り曲げ角部の頂
点に近い位置とすることができる。このことによりフラップの折り曲げを容易にすること
ができ、フラップの折り曲げに対する反発力を小さくすることができる。
　また、前記正面側トップシールパネルは、その左右方向の幅が前記第１トップシールパ
ネルの内の背面側トップシールパネルの左右方向の幅より広幅に形成されているので、正
面側トップシール縦折線を背面側トップシール縦折線の位置よりも左右方向外側の、フラ
ップの折り曲げ角部の頂点に近い位置とすることができる。このことによりフラップの折
り曲げを容易にすることができ、フラップの折り曲げに対する反発力を小さくすることが
できる。
　また、前記背面側トップシールパネルは、その左右方向の幅が前記筒状胴部における前
記胴部正面パネル及び前記胴部背面パネルの左右方向の幅より広幅に形成されているので
、背面側トップシール縦折線を筒状胴部における前記胴部正面パネル及び前記胴部背面パ
ネルの左右方向の幅の位置よりも左右方向外側の、フラップの折り曲げ角部の頂点に近い
位置とすることができる。このことによりフラップの折り曲げを容易にすることができ、
フラップの折り曲げに対する反発力を小さくすることができる。
【００２５】
　請求項２に記載の紙容器によれば、前記正面側頂面パネル縦折線は、前記胴部正面パネ
ル側から前記第１トップシールパネル方向に向かうに従い徐々に間隔が広がるように傾斜
して延在し、前記正面側トップシール縦折線と接続し、前記背面側頂面パネル縦折線は、
前記胴部背面パネル側から前記第１トップシールパネル方向に向かうに従い徐々に間隔が
広がるように傾斜して延在し、前記背面側トップシール縦折線と接続しているので、筒状
胴部における前記胴部正面パネル及び前記胴部背面パネルよりも左右方向の幅が広幅の正
面側トップシールパネル、背面側トップシールパネルを備えた紙容器を容易に成形するこ
とができる。
　また、正面側頂面パネル縦折線、背面側頂面パネル縦折線を、筒状胴部の左右側面パネ
ルの外面よりも左右方向外側の、フラップの折り曲げ角部の頂点に近い位置とすることが
できる。このことによりフラップの折り曲げを容易にすることができ、フラップの折り曲
げに対する反発力を小さくすることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】本発明に係る紙容器の実施の形態の第１例を示す斜視図である。
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【図２】第１例の紙容器の展開図である。
【図３】第１例の紙容器のトップシールパネルを貼り合わせた頂部を示す平面図である。
【図４】図３に示す状態からトップシールパネルを倒した状態を示す平面図である。
【図５】図４の一部省略Ａ－Ａ拡大端面図である。
【図６】図４に示す状態からフラップを側面に折り畳んだ状態を示す平面図である。
【図７】図６の一部省略Ｂ－Ｂ拡大端面図である。
【図８】本発明に係る紙容器の実施の形態の第２例の紙容器の展開図である。
【図９】第２例の紙容器のトップシールパネルを倒した状態を示す平面図である。
【図１０】図９の一部省略Ｃ－Ｃ拡大端面図である。
【図１１】図９に示す状態からフラップを側面に折り畳んだ状態を示す平面図である。
【図１２】図１１の一部省略Ｄ－Ｄ拡大端面図である。
【図１３】本発明に係る紙容器の実施の形態の第３例の紙容器の展開図である。
【図１４】第３例の紙容器のトップシールパネルを倒した状態を示す平面図である。
【図１５】図１４の一部省略Ｅ－Ｅ拡大端面図である。
【図１６】図１４に示す状態からフラップを側面に折り畳んだ状態を示す平面図である。
【図１７】図１６の一部省略Ｆ－Ｆ拡大端面図である。
【図１８】本発明に係る紙容器の実施の形態の第４例の紙容器の展開図である。
【図１９】第４例の紙容器のトップシールパネルを倒した状態を示す平面図である。
【図２０】図１９の一部省略Ｇ－Ｇ拡大端面図である。
【図２１】図１９に示す状態からフラップを側面に折り畳んだ状態を示す平面図である。
【図２２】図２１の一部省略Ｈ－Ｈ拡大端面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２７】
　以下、本発明に係る紙容器の実施の形態を、図面を参照して詳細に説明する。
　図１乃至図７は本発明に係る紙容器の実施の形態の第１例を示し、図１は本発明に係る
紙容器の実施の形態の第１例を示す斜視図、図２は第１例の紙容器の展開図、図３は第１
例の紙容器のトップシールパネルを貼り合わせた頂部を示す平面図、図４は図３に示す状
態からトップシールパネルを倒した状態を示す平面図、図５は図４の一部省略Ａ－Ａ拡大
端面図、図６は図４に示す状態からフラップを側面に折り畳んだ状態を示す平面図、図７
は図６の一部省略Ｂ－Ｂ拡大端面図である。
　また、本明細書では、紙容器の頂部側から底部側の方向を上下方向とし、左側面側から
右側面側の方向を左右方向とし、正面側から背面側の方向を前後方向として説明する。
　また、本明細書中の筒状胴部の左右方向の幅とは、紙容器成形時にトップシールパネル
と上下方向に並んだ位置における、筒状胴部の上端部分の左右方向の幅をいう。
【００２８】
　第１例の紙容器１は、図１に示すようなフラットトップ型の紙容器である。
　紙容器１は、図２に示す表裏面に熱可塑性樹脂を積層した１枚のカートンブランクス２
から成形され、四角の筒状胴部３と、平坦な面に形成された頂部４と、底部５とからなる
。また、第１例の紙容器１は液体の取り出し手段として口栓６を備えているが、液体の取
り出し手段は口栓に限られるものではなく、例えば頂部４にストロー孔を形成することに
よっても良い。また、第１例の紙容器１の頂部４は正面側が低く背面側が高い傾斜面にし
ているが、頂部を水平面に形成することもできる。
【００２９】
　カートンブランクス２には、胴部縦折線７を介して連接している胴部正面パネル８、胴
部左側面パネル９，胴部右側面パネル１０、胴部背面パネル１１が形成されており、後述
する紙容器１の成形時に胴部左側面パネル９に連接した縦方向シールパネル１２により四
角の筒状胴部３が形成される。筒状胴部３は断面形状が矩形又は正方形となるように、胴
部正面パネル８と胴部背面パネル１１の左右方向の幅を等しく、胴部左側側面パネル９と
胴部右側面パネル１０の前後方向の幅を等しく形成している。また、第１例の紙容器は、
その頂部４を傾斜面に形成しているため、第２頂部横折線１２は頂部４の傾斜に合わせて



(6) JP 6821633 B2 2021.1.27

10

20

30

40

50

、胴部正面パネル８側が低く、胴部背面パネル１１側が高くなるように傾斜している。
【００３０】
　胴部正面パネル８と胴部背面パネル１１の上端には、第１頂部横折線１３を介して後述
する紙容器１の筒状胴部３の成形時に互いに対向する一対の頂面パネル１４が連接し、胴
部左右側面パネル９，１０の上端には、第２頂部横折線１５を介して後述する紙容器１の
筒状胴部３の成形時に互いに対向する一対の側面パネル１６が連接している。この頂面パ
ネル１４と側面パネル１６は正面側頂面パネル縦折線１７及び背面側頂面パネル縦折線１
８を介して相互に連接している。
【００３１】
　頂面パネル１４の内の正面側の正面側頂面パネル１４ａには、口栓を設けるための開口
部Ｏが形成されている。開口部Ｏは紙容器１のガスバリア性を保持するために、カートン
ブランクス２をハーフカットすることにより形成しても良く、またアルミやガスバリア性
の高いフィルムで被覆することもできる。
【００３２】
　第１例の正面側頂面パネル縦折線１７は、図２に示すように、胴部正面パネル８側から
後述する第１トップシールパネル方向に向かうに従い徐々に間隔が広がるように傾斜して
延在し、後述する正面側トップシール縦折線と接続するように形成している。正面側頂面
パネル縦折線１７の傾斜は、特に限定されるものではないが、後述する紙容器のフラップ
の反りを効果的に防ぐために、カートンブランクス２の上下方向に対して１°以上である
ことが望ましい。傾斜角が１°以上であると、容量が２００ｃｃ程度の小形の紙容器の場
合でも、後述する正面側トップシールパネルの左右方向の幅を筒状胴部又は背面側トップ
シールパネルの左右方向の幅よりも十分な差をもって広幅とすることができ、本発明の効
果を確実に得ることができる。また、正面側頂面パネル縦折線１７の傾斜角は５°以下で
あることが望ましい。傾斜角が５°を超えると、紙容器の大きさによっては、その成形が
困難になるおそれがある。
　一方、第１例の背面側頂面パネル縦折線１８は、傾斜をつけず、カートンブランクス２
の上下方向と平行に延在して、後述する背面側トップシール縦折線２４と接続するように
形成している。
【００３３】
　一対の頂面パネル１４の上端には、トップシール横折線１９を介して後述する紙容器１
の筒状胴部３の成形時に互いに対向する一対の第１トップシールパネル２０が連接してお
り、一対の側面パネル１６の上端には、トップシール横折線２１を介して後述する紙容器
１の筒状胴部３の成形時に互いに対向する第２トップシールパネル２２が連接している。
第１トップシールパネル２０と第２トップシールパネル２２は、正面側頂面パネル縦折線
１７と接続する正面側トップシール縦折線２３及び背面側頂面パネル縦折線１８と接続す
る背面側トップシール縦折線２４を介して相互に連接している。また、第２トップシール
パネル２２には、その上端からトップシール横折線２１に亘る側面トップシール縦折線２
５が形成されている。
【００３４】
　第１例では、第１トップシールパネル２０の内の正面側に配置した正面側トップシール
パネル２０ａは、その左右方向の幅Ｗ１が、胴部正面パネル８の左右方向の幅Ｗ２及び第
１トップシールパネル２０の内の背面側に配置した背面側トップシールパネル２０ｂの左
右方向の幅Ｗ３よりも広幅となるように形成している。
　また、背面側トップシールパネル２０ｂは、その左右方向の幅Ｗ３が、胴部正面パネル
８の幅Ｗ２と等しくなるように形成している。
　なお、背面側トップシールパネル２０ｂの幅Ｗ３は、正面側トップシールパネル２０ａ
の幅Ｗ１以下であれば特に限定されない。
【００３５】
　正面側トップシールパネル２０ａの幅Ｗ１と胴部正面パネル８の幅Ｗ２の差Ｄ１は、特
に限定されるものではないが、後述するように胴部正面パネル８の幅Ｗ２が筒状胴部３の
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左右方向の幅となる第１例では、カートンブランクス２の２枚の厚み分以上の差があるこ
とが望ましい。これにより、後述する紙容器１の成形時、正面側トップシール縦折線２３
を、筒状胴部３の左右側面パネル９，１０の外面よりも、左右それぞれでカートンブラン
クス２の１枚の厚み分以上外側に位置させることができる。
　また、差Ｄ１は、カートンブランクス２の６枚の厚さ分以下であることが望ましい。後
述する紙容器１の成形時、正面側トップシールパネル２０ａと胴部左右側面パネル９，１
０との間には、背面側第１トップシールパネル２０ｂと折り畳まれて二重になった側面パ
ネル１６のカートンブランクス２の３枚分の厚みが挟まれるので、差Ｄ１をカートンブラ
ンクス２の６枚の厚さ分を超えるものとした場合、紙容器の成形が困難になるおそれがあ
る。
【００３６】
　また、この種の紙容器は、各所を加熱とともに押圧して熱溶着させるものであることか
ら、カートンブランクスの熱溶着時の圧縮を考慮すると、差Ｄ１は、カートンブランクス
２の２枚以上で４枚以下の厚さ分であることがより望ましい。
　第１例では、差Ｄ１をカートンブランクス２の２枚の厚さ分としている。
【００３７】
　また、第１例の紙容器は頂部４を傾斜面に形成しているので、図２に示すように、正面
側頂面パネル縦折線１７が背面側頂面パネル縦折線１８よりも長くなることから、上述し
た正面側頂面パネル縦折線１７の傾斜が小さくても、正面側頂面パネル縦折線１７と連続
する正面側トップシール縦折線２３間に形成される正面側トップシールパネル２０ａの幅
Ｗ１を胴部正面パネル８の幅Ｗ２よりも十分に広幅にすることができる。
【００３８】
　また、一対の側面パネル１６には、胴部縦折線７と第２頂部横折線１５の正面側端部と
の交点Ｐ１からトップシール横折線２１と側面トップシール縦折線２５との交点Ｐ２に伸
びた第１側面パネル折込線２６と、胴部縦折線７と第２頂部横折線１５の背面側端部との
交点Ｐ３から交点Ｐ２に伸びた第２側面パネル折込線２７とが形成されている。
【００３９】
　また、胴部正面パネル８と胴部背面パネル１１の下端には、底部横折線２８を介して互
いに対向する一対の外側底面パネル２９が連接し、胴部左右側面パネル９，１０の下端に
は、底部横折線３０を介して互いに対向する一対の内側底面パネル３１が連接している。
　また、一対の外側底面パネル２９及び一対の内側底面パネル３１と底部シール横折線３
２を介して連設する底部シールパネル３３が形成されている。
　なお、底部５を形成する構成はこれに限らず、公知の紙容器の底部の構成を用いること
ができる。
【００４０】
　このように形成されたカートンブランクス２からの紙容器１の成形は、まず、胴部縦折
線７を折り曲げて、カートンブランクス２の幅方向の開放端縁３４と縦方向シールパネル
１２を接着して、四角の筒状胴部３を形成する。そして、底部シールパネル３３を接着し
て筒状胴部３の底部開口を密封し、底部横折線２８，３０を折り曲げて、外側底面パネル
２９と内側底面パネル３１を折込み接着して底部５を形成する。
　底部５を形成したら、筒状胴部３の上方開口から紙容器１へ液体を充填する。
【００４１】
　液体を充填したら、まず、図３に示すように第２トップシールパネル２２を側面トップ
シール縦折線２５から折り曲げて、第１トップシールパネル２０と第２トップシールパネ
ル２２のそれぞれの対向面を貼り合わせ、第１側面パネル折込線２６と第２側面パネル折
込線２７を折って平坦な面の頂部４と形成するとともに、三角形状のフラップ３５を形成
する。そして図４に示すように貼り合わされたトップシールを背面側に倒して折り畳む。
【００４２】
　このとき、図５に示すように、正面側トップシールパネル２０ａの幅Ｗ１を胴部正面パ
ネル８の幅Ｗ２よりも広幅に形成しているので、正面側トップシールパネル２０ａの幅Ｗ
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１は胴部正面パネル８の幅Ｗ２と等しい幅の筒状胴部３の左右方向の幅Ｗ４よりも広幅と
なり、正面側トップシール縦折線２３は、左右それぞれ筒状胴部３の左右側面パネル９，
１０の外面よりも左右方向外側に位置している。また、第１例では差Ｄ１をカートンブラ
ンクス２の２枚の厚さ分としているので、正面側トップシール縦折線２３と筒状胴部３の
左右側面パネル９，１０の外面の位置のズレは、カートンブランクス２の１枚の厚さ分と
なっている。正面側トップシール縦折線２３と筒状胴部３の左右側面パネル９，１０の外
面の位置のズレは、カートンブランクス２の１枚の厚さ分以上であれば、後述するフラッ
プの折り曲げ時に、正面側トップシール縦折線２３の位置をフラップの折り曲げ角部の頂
点に近づけて、フラップの折り曲げを容易にすることができるため望ましい。また、正面
側トップシール縦折線２３と筒状胴部３の左右側面パネル９，１０の外面の位置のズレが
カートンブランクス２の３枚の厚さ以下であることが望ましい。カートンブランクス２の
３枚の厚さを超えると、後述するフラップの折り曲げ時に、正面側トップシール縦折線２
３の位置がフラップの折り曲げ角部の頂点を超えてしまい、また紙容器の歪みが大きくな
るため、紙容器の成形が困難になるおそれがある。
　また、第１例では正面側頂面パネル縦折線１７が胴部正面パネル側から第１トップシー
ルパネル２０方向に向かうに従い徐々に間隔が広がるように傾斜しているので、正面側頂
面パネル縦折線１７は第１トップシールパネル２０方向に向かうに従い徐々に筒状胴部３
の左右側面パネル９，１０の外面よりも左右方向外側に位置している。
【００４３】
　そして、この状態から、図６に示すように、正面側頂面パネル縦折線１７、背面側頂面
パネル縦折線１８及び正面側トップシール縦折線２３を山折りし、第２頂部横折線１５及
び背面側トップシール縦折線２４を谷折りしてフラップ３５を筒状胴部３の左右の側面側
に折り畳む。
　このときフラップ３５は、折り畳まれて重なった第２トップシールパネル２２及び折り
畳まれて重なった側面パネル１６が重なりカートンブランクス２の４枚分の厚みとなって
いるので、頂部４及びフラップ３５には折り曲げに対する強い反発力が生じる。また、図
７に示すように、フラップの折り曲げ角部の頂点は仮想線Ｖが示すようにフラップの外面
側に重ねられるほど左右方向の外側の位置となる。
　そのため、仮に従来の紙容器のように正面側トップシール縦折線２０ａと筒状胴部の左
右側面パネル９，１０の外面が上下に揃っていると、フラップを折り畳んだときに正面側
トップシール縦折線２０ａはフラップの折り曲げ角部の頂点よりも左右方向の内側に位置
することになり、フラップ３５の折り曲げを容易に行えず、フラップの折り曲げに対する
反発力が強くなってしまう。
　これに対し、第１例の紙容器１では、正面側トップシール縦折線２０ａが筒状胴部の左
右側面パネル９，１０の外面よりもカートンブランクス２の１枚の厚さ分左右方向の外側
に位置しているので、正面側トップシール縦折線２３の位置がフラップ３５の折り曲げ角
部の頂点に近づき、フラップ３５の折り曲げが容易になり、フラップ３５及び頂部４の折
り曲げに対する反発力を小さくすることができる。
　また、第１例では、正面側頂面パネル縦折線１７が第１トップシールパネル２０方向に
向かうに従い徐々に筒状胴部３の左右側面パネル９，１０の外面よりも左右方向外側のフ
ラップ３５の折り曲げ角部の頂点に近づき、フラップ３５の折り曲げがより容易になり、
フラップ３５の折り曲げに対する反発力をより小さくすることができる。
【００４４】
　そして、折り畳まれたフラップ３５は左右側面パネル９，１０に熱溶着され、接着され
る。このようにして、紙容器１の頂部４が形成されたら、開口部Ｏに口栓６を取り付け、
紙容器１は成形される。なお、口栓６は頂部４の形成前に開口部Ｏに取り付けても良い。
【００４５】
　以上のように構成された第１例の紙容器１によれば、正面側トップシールパネル２０ａ
の幅Ｗ１が筒状胴部３の幅Ｗ２より広幅に形成されているので、正面側トップシール縦折
線２３を筒状胴部３の左右側面パネル９，１０の外面よりも左右方向外側の、フラップ３
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５の折り曲げ角部の頂点に近い位置とすることができる。このことによりフラップの折り
曲げを容易にすることができ、フラップの折り曲げに対する反発力を小さくすることがで
きる。
【００４６】
　また、正面側トップシールパネル２０ａの幅Ｗ１が背面側トップシールパネル２０ｂの
幅Ｗ３より広幅に形成されているので、正面側トップシール縦折線２３を背面側トップシ
ール縦折線２４の位置よりも左右方向外側の、フラップ３５の折り曲げ角部の頂点に近い
位置とすることができる。このことによりフラップ３５の折り曲げを容易にすることがで
き、フラップ３５の折り曲げに対する反発力を小さくすることができる。
【００４７】
　また、正面側頂面パネル縦折線１７は、正面側から第１トップシールパネル２０方向に
向かうに従い徐々に間隔が広がるように傾斜して延在し、正面側トップシール縦折線２３
と接続しているので、背面側トップシールパネル２０ｂよりも左右方向の幅が広幅の正面
側トップシールパネル２０ａを備えた紙容器１を容易に形成することができる。
　また、正面側頂面パネル縦折線１７を、筒状胴部３の左右側面パネル９，１０の外面よ
りも左右方向外側の、フラップ３５の折り曲げ角部の頂点に近い位置とすることができる
。このことによりフラップ３５の折り曲げを容易にすることができ、フラップ３５の折り
曲げに対する反発力を小さくすることができる。
【００４８】
　図８乃至図１２は本発明の実施の形態の第２例を示し、図８は本発明に係る紙容器の実
施の形態の第２例の紙容器の展開図、図９は第２例の紙容器のトップシールパネルを倒し
た状態を示す平面図、図１０は図９の一部省略Ｃ－Ｃ拡大端面図、図１１は図９に示す状
態からフラップを側面に折り畳んだ状態を示す平面図、図１２は図１１の一部省略Ｄ－Ｄ
拡大端面図である。
　第２例の紙容器について、第１例と同一の構成については同一の符号を付しその説明を
省略し、第１例と異なる構成についてのみ説明する。
【００４９】
　第２例の紙容器は正面側頂面パネル縦折線１７、背面側頂面パネル縦折線１８及び第１
トップシールパネル２０の構成において第１例の紙容器と相違する。
【００５０】
　第２例のカートンブランクス２では、図８に示すように、正面側頂面パネル縦折線１７
は、傾斜をつけず、カートンブランクス２の上下方向と平行に延在して正面トップシール
縦折線２３と接続するように形成している。
　また第２例では、背面側頂面パネル縦折線１８は、胴部背面パネル１１側から第１トッ
プシールパネル２０方向に向かうに従い徐々に間隔が狭まるように傾斜して延在し、背面
側トップシール縦折線２４と接続するように形成している。
　背面側頂面パネル縦折線１８の傾斜角は、特に限定されるものではないが、紙容器のフ
ラップの反りを効果的に防ぐために、カートンブランクス２の垂直方向に対して１°以上
であることが望ましい。また、傾斜角は５°以下であることが望ましい。５°を超えた傾
斜角とすると後述する第２例の紙容器１の成形が困難になるおそれが生じる。
【００５１】
　正面側トップシールパネル２０ａの左右方向の幅Ｗ１は、胴部正面パネル８の幅Ｗ２と
等しくなるように形成し、背面側トップシールパネル２０ｂの幅Ｗ３よりも広幅となるよ
うに形成している。
　背面側トップシールパネル２０ｂの幅Ｗ３は、胴部正面パネル８の幅Ｗ２よりも狭幅と
なるように形成している。
　正面側トップシールパネル２０ａの左右方向の幅Ｗ１と背面側トップシールパネル２０
ｂの幅Ｗ３の差Ｄ２は、カートンブランクス２枚以上で６枚以下の厚さ分であることが望
ましい。なお、第２例では、差Ｄ２をカートンブランクス２の２枚の厚さ分としている。
　その他の構成については第１例と同様のため、その説明を援用し省略する。
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【００５２】
　このように形成されたカートンブランクス２からの紙容器１の成形は、まず、胴部縦折
線７を折り曲げて、カートンブランクス２の幅方向の開放端縁３４と縦方向シールパネル
１２を接着して、四角の筒状胴部３を形成する。そして、底部シールパネル３３を接着し
て筒状胴部３の底部開口を密封し、底部横折線２８，３０を折り曲げて、外側底面パネル
２９と内側底面パネル３１を折込み接着して底部５を形成する。
　底部５を形成したら、筒状胴部３の上方開口から紙容器１へ液体を充填する。
【００５３】
　液体を充填したら、図９に示すように、第２トップシールパネル２２を側面トップシー
ル縦折線２５から折り曲げて、第１トップシールパネル２０と第２トップシールパネル２
２のそれぞれの対向面を貼り合わせる。そして、第１側面パネル折込線２６と第２側面パ
ネル折込線２７を折って平坦な面の頂部４と形成するとともに、三角形状のフラップ３５
を形成し、貼り合わされた第１トップシールパネル２０と第２トップシールパネル２２を
背面側に倒すようにして折り畳む。
　このとき、図１０に示すように、背面側トップシールパネル２０ｂの幅Ｗ３を胴部正面
パネル８の幅Ｗ２よりもカートンブランクス２よりも狭幅に形成しているので、背面側ト
ップシール縦折線２４は、左右それぞれ筒状胴部３の左右側面パネル９，１０の外面より
も左右方向内側に位置している。また、第２例では差Ｄ２をカートンブランクス２の２枚
の厚さ分としているので、背面側トップシール縦折線２３と筒状胴部３の左右側面パネル
９，１０の外面の位置のズレは、カートンブランクス２の１枚の厚さ分となっている。　
　また、第２例では背面側頂面パネル縦折線１８が、背面側から第１トップシールパネル
２０方向に向かうに従い徐々に間隔が狭まるように傾斜しているので、背面側頂面パネル
縦折線１８は第１トップシールパネル２０方向に向かうに従い徐々に筒状胴部３の左右側
面パネル９，１０の外面よりも左右方向内側に位置している。
【００５４】
　そして、この状態から、図１１に示すように、正面側頂面パネル縦折線１７、背面側頂
面パネル縦折線１８及び正面側トップシール縦折線２３を山折りし、第２頂部横折線１５
及び背面側トップシール縦折線２４を谷折りしてフラップ３５を筒状胴部３の左右の側面
側に折り畳む。
　このとき、背面側トップシール縦折線２４は筒状胴部３の左右側面パネル９，１０の外
面よりも左右方向内側に位置しているので、図１２に示すように、トップシールパネル２
０が重ねられた位置で、背面側頂部パネル１４ｂから折れる側面パネル１６及び背面側ト
ップシールパネル２０ｂから折れる第２トップシールパネル２２により、左右側面パネル
９，１０の上端部分が紙容器１の内側に押し込まれ、筒状胴部３の幅Ｗ４は、背面側トッ
プシールパネル２０ｂの幅Ｗ３とほぼ等しくなる。
　このようにすることにより、正面側トップシール縦折線２０ａの幅Ｗ１は筒状胴部３の
幅Ｗ４よりもカートンブランクス２の２枚の厚さ分広幅となり、正面側トップシール縦折
線２０ａの位置を、左右それぞれ筒状胴部の左右側面パネル９，１０の外面よりもカート
ンブランクス２の１枚の厚さ分左右方向外側にすることができる
　これにより、正面側トップシールパネル縦折線２０ａをフラップ３５の折り曲げ角部の
頂点に近い位置とすることができ、フラップ３５の折り曲げを容易にすることができ、フ
ラップ３５の折り曲げに対する反発力を小さくすることができる。
【００５５】
　このように形成された第２例の紙容器１によれば、背面側トップシールパネル２０ｂの
幅Ｗ３が胴部正面側パネル８の幅Ｗ２より狭幅に形成されているので、フラップ３５を折
り畳んだときにトップシールパネルが重ねられた位置で、胴部左右側面パネル９，１０は
内側に押し込まれ、筒状胴部３の幅Ｗ４が狭くなり、正面側トップシールパネルの幅Ｗ１
を正面側胴部パネルの幅Ｗ２と同寸法としても、背面側トップシールパネルの幅Ｗ３及び
筒状胴部の幅Ｗ４よりも広幅とすることができ、正面側トップシール縦折線２３を背面側
トップシール縦折線２４及び筒状胴部３の左右側面パネル９，１０の外面の左右方向外側
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の、フラップ３５の折り曲げ角部の頂点に近い位置とすることができる。このことにより
フラップ３５の折り曲げを容易にすることができ、フラップ３５の折り曲げに対する反発
力を小さくすることができる。　また、筒状胴部３の左右側面パネル９，１０が内側に押
し込まれるので、紙容器１の胴膨れを抑えることができる。
　また、第２例では、背面側頂面パネル縦折線１８が第１トップシールパネル２０方向に
向かうに従い徐々に筒状胴部３の左右側面パネル９，１０の外面よりも左右方向内側に位
置して側面パネルが広い範囲で筒状胴部３の左右側面パネル９，１０を内側に押し込むの
で、より効果的に紙容器１の胴膨れを抑えることができる。
　その他の効果は第１例と同様のため説明を援用し省略する。
【００５６】
　図１３乃至図１７は本発明の実施の形態の第３例を示し、図１３は本発明に係る紙容器
の実施の形態の第３例の紙容器の展開図、図１４は第３例の紙容器のトップシールパネル
を倒した状態を示す平面図、図１５は図１４の一部省略Ｅ－Ｅ拡大端面図、図１６は図１
４に示す状態からフラップを側面に折り畳んだ状態を示す平面図、図１７は図１６の一部
省略Ｆ－Ｆ拡大端面図である。
　第３例の紙容器について、第１例と同一の構成については同一の符号を付しその説明を
省略し、第１例と異なる構成についてのみ説明する。
【００５７】
　第３例の紙容器は正面側頂面パネル縦折線１７、背面側頂面パネル縦折線１８、正面側
トップシールパネル２０ａ及び背面側トップシールパネル２０ｂの構成において第１例の
紙容器と相違する。
【００５８】
　第３例のカートンブランクス２では、図１３に示すように、正面側頂面パネル縦折線１
７は、胴部正面パネル側から第１トップシールパネル２０方向に向かうに従い徐々に間隔
が広がるように傾斜して延在し、正面側トップシール縦折線２３と接続するように形成し
ている。
　また、背面側頂面パネル縦折線１８は、背面側から第１トップシールパネル２０方向に
向かうに従い徐々に間隔が狭まるように傾斜して延在し、背面側トップシール縦折線２４
と接続するように形成している。
　正面側頂面パネル縦折線１７及び背面側頂面パネル縦折線１８の傾斜は特に限定される
ものではないが、紙容器のフラップの反りを効果的に防ぐために、カートンブランクス２
の垂直方向に対して合計で１°以上であることが望ましい。また、傾斜角は合計で５°以
下であることが望ましい。５°を超えた傾斜角とすると後述する第２例の紙容器１の成形
が困難になるおそれが生じる。
【００５９】
　正面側トップシールパネル２０ａの左右方向の幅Ｗ１は、胴部正面パネル８の幅Ｗ２及
び背面側トップシールパネル２０ｂの幅Ｗ３よりも広幅となるように形成している。
　背面側トップシールパネル２０ｂの幅Ｗ３は、胴部正面パネル８の幅Ｗ２よりも狭幅と
なるように形成している。
　正面側トップシールパネル２０ａの幅Ｗ１と胴部正面パネル８の幅Ｗ２の差Ｄ３と背面
側トップシールパネル２０ｂの幅Ｗ３と胴部正面パネル８の幅Ｗ２の差Ｄ４は、差Ｄ１に
差Ｄ２を加えたものがカートンブランクス２の２枚以上で６枚以下の厚さ分となることが
望ましい。なお、第３例では差Ｄ３及び差Ｄ４はそれぞれカートンブランクス２の２枚の
厚さ分としている。
　その他の構成については第１例と同様のため、その説明を援用し省略する。
【００６０】
　このように形成されたカートンブランクス２からの紙容器１の成形は、まず、胴部縦折
線７を折り曲げて、カートンブランクス２の幅方向の開放端縁３４と縦方向シールパネル
１２を接着して、四角の筒状胴部３を形成する。そして、底部シールパネル３３を接着し
て筒状胴部３の底部開口を密封し、底部横折線２８，３０を折り曲げて、外側底面パネル
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２９と内側底面パネル３１を折込み接着して底部５を形成する。
　底部５を形成したら、筒状胴部３の上方開口から紙容器１へ液体を充填する。
【００６１】
　液体を充填したら、図１４に示すように、第２トップシールパネルを側面トップシール
縦折線２５から折り曲げて、第１トップシールパネル２０と第２トップシールパネル２２
のそれぞれの対向面を貼り合わせる。そして、第１側面パネル折込線２６と第２側面パネ
ル折込線２７を折って平坦な面の頂部４と形成するとともに、三角形状のフラップ３５を
形成し、貼り合わされたトップシールを背面側に倒すようにして折り畳む。
　このとき、図１５に示すように、正面側トップシールパネル２０ａを、その幅Ｗ１が胴
部正面パネル８の幅Ｗ２よりもカートンブランクス２の２枚の厚さ分広幅となるように形
成しているので、正面側トップシール縦折線２３は、左右それぞれでカートンブランクス
２の１枚の厚さ分筒状胴部３の左右側面パネル９，１０の外面よりも左右方向の外側に位
置している。また、背面側トップシールパネル２４をその幅Ｗ３が胴部正面パネル８の幅
Ｗ２よりもカートンブランクス２の２枚分狭幅となるように形成しているので、背面側ト
ップシール縦折線２４は、左右それぞれでカートンブランクス２の１枚の厚さ分筒状胴部
３の左右側面パネル９，１０の外面よりも左右方向の内側に位置している。
　また、第３例では背面側頂面パネル縦折線１８が、背面側から第１トップシールパネル
２０方向に向かうに従い徐々に間隔が狭まるように傾斜しているので、背面側頂面パネル
縦折線１８は第１トップシールパネル２０方向に向かうに従い徐々に筒状胴部３の左右側
面パネル９，１０の外面よりも左右方向内側に位置している。
【００６２】
　そして、この状態から、図１６に示すように、正面側頂面パネル縦折線１６、背面側頂
面パネル縦折線１７及び正面側トップシール縦折線２３を山折りし、第２頂部横折線１５
及び背面側トップシール縦折線２４を谷折りしてフラップ３５を筒状胴部３の左右の側面
側に折り畳む。
　このとき、図１７に示すように、背面側トップシール縦折線２４は筒状胴部３の左右側
面パネル９，１０の外面よりも左右方向内側に位置しているので、図１２に示すように、
トップシールパネル２０が重ねられた位置で、背面側頂部パネル１４ｂから折れる側面パ
ネル１６及び背面側トップシールパネル２０ｂから折れる第２トップシールパネル２２に
より、左右側面パネル９，１０の上端部分が紙容器１の内側に押し込まれ、筒状胴部３の
幅Ｗ４は、背面側トップシールパネル２０ｂの幅Ｗ３とほぼ等しくなる。
　これにより、正面側トップシールパネル２０ａの幅Ｗ１は筒状胴部の幅Ｗ２よりもカー
トンブランクス２の４枚の厚さ分広幅となり、正面側トップシール縦折線２３を、カート
ンブランクス２の２枚の厚さ分、筒状胴部８の左右側面パネル９，１０の外面よりも左右
方向外側の位置とすることができる。これにより、正面側トップシールパネル２０ａの幅
Ｗ１及び背面側トップシールパネル２０ｂの幅Ｗ３と胴部正面パネルの幅Ｗ２との差を小
さくしながら、正面側トップシール縦折線２０ａをフラップ３５の折り曲げ角部の頂点に
より近い位置とすることができ、フラップ３５の折り曲げが容易になり、フラップ３５の
折り曲げに対する反発力を小さくすることができる。
【００６３】
　このように構成された第３例の紙容器１によれば、正面側トップシールパネル２０ａの
幅Ｗ１を胴部正面パネル８の幅Ｗ２よりも広幅に形成するとともに背面側トップシールパ
ネル２０ｂの幅Ｗ３を胴部正面パネル８の左右方向の幅Ｗ２よりも狭幅に形成しているの
で、フラップ３５を折り畳んだときにトップシールパネル２０が重ねられた位置で、胴部
左右側面パネル９，１０は内側に押し込まれ、筒状胴部３の幅Ｗ４が狭くなり、背面側ト
ップシールパネル２０ｂの幅Ｗ３及び筒状胴部３の幅Ｗ２よりも広幅の正面側トップシー
ルパネル２０ａを容易に得ることができ、正面側トップシール縦折線２３を背面側トップ
シールパネル２４及び筒状胴部の左右側面パネル９，１０の外面の左右方向外側の、フラ
ップ３５の折り曲げ角部の頂点に近い位置とすることができる。このことによりフラップ
３５の折り曲げを容易にすることができ、フラップ３５の折り曲げに対する反発力を小さ
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くすることができる。
　また、正面側頂面パネル縦折線１７と背面側頂面パネル縦折線１８の傾斜を小さくして
も正面側トップシール縦折線２３を筒状胴部の左右側面パネル９，１０の外面の左右方向
外側のフラップ３５の折り曲げ角部の頂点に近い位置とすることができ、紙容器１の形状
の歪みを小さく抑えることができる。
　また、筒状胴部３の左右側面パネル９，１０が内側に押し込まれるので、紙容器１の胴
膨れを押さえることができる。
　また、第３例では、背面側頂面パネル縦折線１８が第１トップシールパネル２０方向に
向かうに従い徐々に筒状胴部３の左右側面パネル９，１０の外面よりも左右方向内側に位
置して側面パネルが広い範囲で筒状胴部３の左右側面パネル９，１０を内側に押し込むの
で、より効果的に紙容器１の胴膨れを抑えることができる。
　その他の効果は第１例と同様のため説明を援用し省略する。
【００６４】
　図１８乃至図２２は本発明の実施の形態の第４例を示し、図１８は本発明に係る紙容器
の実施の形態の第４例の紙容器の展開図、図１９は第４例の紙容器のトップシールパネル
を倒した状態を示す平面図、図２０は図１９の一部省略Ｇ－Ｇ拡大端面図、図２１は図１
９に示す状態からフラップを側面に折り畳んだ状態を示す平面図、図２２は図２１の一部
省略Ｈ－Ｈ拡大端面図である。
　第４例の紙容器について、第１例と同一の構成については同一の符号を付しその説明を
省略し、第１例と異なる構成についてのみ説明する。
【００６５】
　第４例の紙容器は正面側頂面パネル縦折線１７、背面側頂面パネル縦折線１８、正面側
トップシールパネル２０ａ及び背面側トップシールパネル２０ｂの構成において第１例の
紙容器と相違する。
【００６６】
　第４例のカートンブランクス２では、図１８に示すように、正面側頂面パネル縦折線１
７は、胴部正面パネル側から第１トップシールパネル２０方向に向かうに従い徐々に間隔
が広がるように傾斜して延在し、正面側トップシール縦折線２３と接続するように形成し
ている。
　また、背面側頂面パネル縦折線１８は、背面側から第１トップシールパネル２０方向に
向かうに従い徐々に間隔が広がるように傾斜して延在し、背面側トップシール縦折線２４
と接続するように形成している。
【００６７】
　第４例の正面側頂面パネル縦折線１７と背面側頂面パネル縦折線１８の傾斜角は、トッ
プシールパネルを貼り合わせた位置で、正面側頂面パネル縦折線１７と連続する正面側ト
ップシール縦折線２３が背面側頂面パネル縦折線１８と連続する背面側トップシールパネ
ル縦折線２４の左右方向外側に位置する傾斜であれば特に問わない。例えば、正面側頂面
パネル縦折線１７の傾斜を大きくし、背面側頂面パネル１８の傾斜を小さくすることによ
ってもよい。また、第４例の紙容器１は、頂部４を傾斜面に形成しているので、正面側頂
面パネル縦折線１７は背面側頂面パネル縦折線１８よりも長いので、傾斜角を同じにして
も正面側トップシール縦折線２３が背面側トップシールパネル縦折線２４の左右方向外側
に位置するようにすることができる。
　また、その傾斜角はそれぞれ１°以上で５°以下であることが望ましい。
【００６８】
　正面側トップシールパネル２０ａの幅Ｗ１は、胴部正面パネル８の幅Ｗ２及び背面側ト
ップシールパネル２０ｂの幅Ｗ３よりも広幅となるように形成している。
　背面側トップシールパネル２０ｂの幅Ｗ３は、胴部正面パネル８及びの胴部背面パネル
１１の幅Ｗ２よりも広幅となるように形成されている。
【００６９】
　正面側トップシールパネル２０ａの幅Ｗ１背面側トップシールパネル２０ｂの幅Ｗ３の
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差Ｄ５はカートンブランクス２の２枚以上の厚さ分であって、胴部正面パネル８の幅Ｗ２
との差Ｄ６はカートンブランクス２の６枚以下の厚さ分であることが望ましい。
　また、背面側トップシールパネル２０ｂの左右方向の幅Ｗ３と胴部正面パネル８の幅Ｗ
２の差Ｄ７は、カートンブランクス２の２枚以上で４枚以下の厚さ分であることが望まし
い。
　第４例では、差Ｄ５がカートンブランクス２の２枚の厚さ分、差Ｄ６がカートンブラン
クス２の４枚の厚さ分、差Ｄ７がカートンブランクス２の２枚の厚さ分となるようにして
いる。
　その他の構成については第１例と同様のため、その説明を援用し省略する。
【００７０】
　このように形成されたカートンブランクス２からの紙容器１の成形は、まず、胴部縦折
線７を折り曲げて、カートンブランクス２の幅方向の開放端縁３４と縦方向シールパネル
１２を接着して、四角の筒状胴部３を形成する。そして、底部シールパネル３３を接着し
て筒状胴部３の底部開口を密封し、底部横折線２８，３０を折り曲げて、外側底面パネル
２９と内側底面パネル３１を折込み接着して底部５を形成する。
　底部５を形成したら、筒状胴部３の上方開口から紙容器１へ液体を充填する。
【００７１】
　液体を充填したら、図１９に示すように、第２トップシールパネルを側面トップシール
縦折線２５から折り曲げて、第１トップシールパネル２０と第２トップシールパネル２２
のそれぞれの対向面を貼り合わせる。そして、第１側面パネル折込線２６と第２側面パネ
ル折込線２７を折って平坦な面の頂部４と形成するとともに、三角形状のフラップ３５を
形成し、貼り合わされたトップシールを背面側に倒すようにして折り畳む。
　このとき、図２０に示すように、正面側トップシールパネル２０ａの幅Ｗ１を胴部正面
パネル８の幅Ｗ２よりもカートンブランクス４枚の厚さ分広幅に形成しているので、筒状
胴部３の幅Ｗ４よりもカートンブランクス４枚の厚さ分広幅となり、正面側トップシール
縦折線２３は、左右それぞれ筒状胴部３の左右側面パネル９，１０の外面よりもカートン
ブランクス２の２枚の厚さ分左右方向外側に位置している。また、正面側トップシールパ
ネル２０ａの幅Ｗ１を背面側トップシールパネル２０ｂの幅Ｗ３よりもカートンブランク
ス２の２枚の厚さ分広幅に形成しているので、正面側トップシール縦折線２３は、左右そ
れぞれ背面側トップシール縦折線２４よりもカートンブランクス２の１枚の厚さ分左右方
向外側に位置している。そして、背面側トップシールパネル２０ｂの幅Ｗ３を胴部正面パ
ネル８の幅Ｗ２よりもカートンブランクス２の２枚の厚さ分広幅に形成しているので、背
面側トップシール縦折線２４は、左右それぞれ筒状胴部３の左右側面パネル９，１０の外
面よりもカートンブランクス２の１枚の厚さ分左右方向外側に位置している。
　また、第４例では正面側頂面パネル縦折線１７が正面側から第１トップシールパネル２
０方向に向かうに従い徐々に間隔が広がるように傾斜しているので、正面側頂面パネル縦
折線１７は第１トップシールパネル２０方向に向かうに従い徐々に筒状胴部３の左右側面
パネル９，１０の外面よりも左右方向外側に位置している。
【００７２】
　そして、この状態から、図２１に示すように、正面側頂面パネル縦折線１６、背面側頂
面パネル縦折線１７及び正面側トップシール縦折線２３を山折りし、第２頂部横折線１５
及び背面側トップシール縦折線２４を谷折りしてフラップ３５を筒状胴部３の左右の側面
側に折り畳む。
　このとき、図２２に示すように、正面側トップシール縦折線２３が、左右それぞれ筒状
胴部の左右側面パネル９，１０の外面よりもカートンブランクス２の２枚の厚さ分左右方
向外側に位置するので、正面側トップシール縦折線２３の位置がフラップ３５の折り曲げ
角部の頂点に近い位置となり、フラップ３５の折り曲げが容易になり、フラップ３５の折
り曲げに対する反発力を小さくすることができる。
　また、背面側トップシール縦折線２４が、左右それぞれ正面側トップシール縦折線２３
よりも、カートンブランクス２の１枚の厚さ分左右方向内側で、筒状胴部の左右側面パネ
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ル９，１０の外面よりもカートンブランクス２の１枚の厚さ分左右方向外側に位置するの
で、正面側トップシール縦折線２３の折り曲げの障害となることなく背面側トップシール
縦折線２４の位置がフラップ３５の折り曲げ角部の頂点に近い位置となるので、フラップ
３５の折り曲げがより容易になり、フラップ３５の折り曲げに対する反発力をより小さく
することができる。
　さらに、第４例では、正面側頂面パネル縦折線１７が第１トップシールパネル２０方向
に向かうに従い徐々に筒状胴部３の左右側面パネル９，１０の外面よりも左右方向外側の
フラップ３５の折り曲げ角部の頂点に近い位置となるので、よりフラップ３５の折り曲げ
がさらに容易になり、フラップ３５の折り曲げに対する反発力をさらに小さくすることが
できる。
【００７３】
　このように構成された第４例の紙容器１によれば、正面側トップシールパネル２０ａの
左右方向の幅Ｗ１を筒状胴部３の左右方向の幅Ｗ４よりも広幅にするとともに、背面側ト
ップシールパネル２０ｂの左右方向の幅Ｗ３を正面側トップシールパネル２０ａの左右方
向の幅Ｗ１よりも狭幅かつ筒状胴部３の左右方向の幅Ｗ４よりも広幅に形成する事により
、正面側トップシール縦折線２３と、背面側トップシール縦折線２４が、左右それぞれ筒
状胴部の左右側面パネル９，１０の外面よりも左右方向外側の位置となり、かつ、正面側
トップシール縦折線２３を、左右それぞれ背面側トップシール縦折線２４よりも左右方向
外側の位置となるので、正面側トップシール縦折線２３と、背面側トップシール縦折線２
４をフラップの折り曲げ角部の頂点を示す仮想線Ｖ上に並べることができ、効果的にフラ
ップ３５の折り曲げを容易にし、フラップ３５の折り曲げに対する反発を小さくすること
ができる。
　その他の効果は第１例と同様のため説明を援用し省略する。
【符号の説明】
【００７４】
１　紙容器
２　カートンブランクス
３　筒状胴部
４　頂部
５　底部
６　口栓
７　胴部縦折線
８　胴部正面パネル
９　胴部左側面パネル
１０　胴部右側面パネル
１１　胴部背面パネル
１２　縦方向シールパネル
１３　第１頂部横折線
１４　頂面パネル
１４ａ　正面側頂面パネル
１４ｂ　背面側頂面パネル
１５　第２頂部横折線
１６　側面パネル
１７　正面側頂面パネル縦折線
１８　背面側頂面パネル縦折線
１９　トップシール横折線
２０　第１トップシールパネル
２０ａ　正面側トップシールパネル
２０ｂ　背面側トップシールパネル
２１　トップシール横折線
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２２　第２トップシールパネル
２３　正面側トップシール縦折線
２４　背面側トップシール縦折線
２５　側面トップシール縦折線
２６　第１側面パネル折込線
２７　第２側面パネル折込線
２８　底部横折線
２９　外側底面パネル
３０　底部横折線
３１　内側底面パネル
３２　底部シール横折線
３３　底部シールパネル
３４　開放端縁
３５　フラップ
Ｏ　開口部
Ｐ１，Ｐ２，Ｐ３　交点
Ｗ１，Ｗ２，Ｗ３，Ｗ４　幅
Ｖ　仮想線
                                                                                

【図１】 【図２】
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【図９】 【図１０】
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【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【図１７】 【図１８】
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【図１９】 【図２０】

【図２１】 【図２２】
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